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要 旨 ：単位容積 重 量 L2kNlm3 ，圧 縮 強 度 30N！mm2 の 超軽 量 鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造 耐 震壁

の 剛性 ，強 度 お よ び 変 形 性 能 を把握す る た め に 正 負繰 返 し載荷 実験 を行 い ，普通 コ

ン ク リ
ー ト を用 い た 試験 体 と比較 し た 。 そ の 結 果，超 軽量 コ ン ク リ

ー
トを使 用 した

耐 震壁 の せ ん 断強 度 は ， 普 通 コ ン ク リ
ー

トを 用 い た も の よ り 2 割 程 度 低 くな る こ

と
， 剛性，ひ び 割 れ 強度，曲げ強度 は 材料試験 結果 に よ る材 料強度 を用 い れ ば ほ ぼ

既往 の 評価式 で 推定 で き る こ と を 確 か め た 。 ま た
， 超 軽 量 コ ン ク リ ー ト 造耐 震 壁 の

せ ん 断 強 度 を推定 す る 評価 式 を提 案 し た。

キ ー ワ ー ド ： 超 軽 量 コ ン ク リ
ー

ト， 耐震 壁，せ ん 断強度，変形性能 ，静的載荷 実験

　 1．は じめ に

　 コ ン ク リ
ー ト造建 物 の 軽 量 化 は ，長期 荷

重 お よ び 地震 荷重 の 低 減 に よ り，建 物 の 高

層 化 ，大 ス パ ン 化 ， 軟弱 地盤 へ の 合 理 的施

工 が 可 能 と な る た め ，社 会的 要 求が 高 ま っ

て い る 。 コ ン ク リ
ー

ト造 建物 を軽 量 化 す る

方 法 の 一 つ と し て 軽 量 コ ン ク リー トを利 用

す る 方法 が あ る が ，近年 ， 従 来 の 軽 量 コ ン

ク リ
ー

トよ り施 工 性 ， 耐 久性 を 向上 さ せ る

た め に 吸 水率 を小 さ く し ，か つ ，強 度 の 高

い 人 工 軽量 骨 材 が 開 発 さ れ 1），構 造部 材 へ の

適 用 に 関す る 研究 2，・　 3 ）が 行 わ れ て い る 。

　本研 究 は ， こ れ ら 人 工 軽 量 骨 材 を 用 い た

単位 容積重 量 L2kNlm3 ，圧 縮強 度30Nlmm2 の

超 軽 量鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造耐 震壁 の 構 造 性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表一1　 試験体
一

覧

能 を実験 で 調 べ
， そ の 性能評価 法の 基礎的資

料 とす る も の で あ る 。

　 2．実験 概要

　 2．i 試 験 体

　試 験 体
一

覧お よ び 試 験体の 形状 お よ び 配 筋

を表 一1 ，図 一1 に 示 す。試験体 はせ ん 断破壊

が先 行す る よ うに 設計 さ れ た NSW ，　 LSW の 2

体 ，曲げ 降伏 が 先 行 す る よ う に 設 計 さ れ た

NFW ，　 LFW の 2体 と し た 。 せ ん 断破壊 お よ び

曲げ降伏 先行型 の 試験 体の 形状 ，寸 法 ， 配 筋

は そ れ ぞ れ 同 じ と し ， 使 用 す る コ ン ク リ
ー

ト

を変 動 因子 と し た 。 LSW ，　 LFW で は 超軽量 コ

ン ク リ ー トを使用 し，NSW ，
　 NFW は 比 較用 に

普通 コ ン ク リ
ー

トを使 用 し た 。

試験体

コ ン ク
リートの

種類

加 力点 高

　さh ． 厚 さ  

　 壁 パ ネル

内 の り長 さん 壁筋 断面b ×D 、

側柱

主筋 帯筋

NSW 普通
24× 24cm

LSW 超軽 量

14〔km 6cm 176cm
D6＠ 200
シ ン グ ル

（ρ。＝0．27％）

　 12．Dl3

（ρ 8
＝2・65％ ）

2−D6＠50

（P ．＝0．53％ ）

  普 通
14｛めm 20× 20cm

凹 超軽量
27（比m 8cm

　D6＠150
　 ダ ブ ル

（ρ 、＝053 ％ ）

　 8−D10

（P8 ≡1・43％）

3−D6 ＠ 50

（ρ．＝0．96％）

共通事 項
コ ン ク リ

ー

は
並
麁

コ ン ク
1 一ト

トの 目標圧縮強度 σ 。
≡30MPa ，柱主筋は SD345，壁 筋，帯 筋は SD295A 使用 ， 試験体LSW の 柱
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　図一1 に 示 す よ うに ， 全 試 験 体 と も側 柱 を

含 む 1 層 1 ス パ ン の 耐 震壁 と し，試験 部 分

上 下 に ス タ ブ を取 り付 け た 。 NSW
，
　 LSW は

，

中低 層 建 物 の 耐 震 壁 の 113 ス ケ ール 試験 体

と し，壁 パ ネ ル の 厚 さ ∫
w
お よ び 内 の り長 さ 1

．

は
， そ れ ぞ れ 6cm ， 176cm ，壁筋比p、は 0．27 ％

（D6 ＠ 200 シ ン グ ル ），柱 の 幅b とせ い D
。
は そ

れ ぞ れ 24cm，主筋 比 psは 2．65％ （12−Dl3 ），帯

筋比Pwは O．53％ （2−D6＠ 50） と し た 。 下 部 ス タ

ブ 上面 か ら の 加 力点高 さh は 140cm と し，シ　　　　　　　　　　　　w

ア ス パ ン 比 h．X （i．＋ 2De） は 0．625で ある 。

　NFW ，　 LFW は， 12層 連層耐 震壁 の 下 層 部 分

の 115 ス ケ
ー

ル 試 験 体 と し ， 壁 パ ネ ル の 厚

さ twお よ び 内の り長 さ  は ，それ ぞ れ 8cm 、

140cm 、 壁筋比 psは 0．53％ （D6＠ 150 ダ ブ ル ） ，

柱 の 幅 bと せ い Dc は そ れ ぞ れ 20cm ，主 筋比 Pg

は L43 ％ （8−DIO ），帯 筋 比 Pw は 0．96％ （3−

D6 ＠ 50 ） と し た 。 加 力 点高 さ hw は 270cm と

し，シ ア ス パ ン 比 hw1 （1w＋2De） は 15で あ る 。

　 2．2 　試験体 の 製作 と使 用材 料

　試験 体 は 水平 方 向打 設 と し ， 壁 パ ネ ル お

よ び 柱 と ス タ ブ は 分 離 打 設 し た 。
コ ン ク

リ
ー ト の 目標 圧 縮 強度 は 30NXmm2 と した 。

LSW の 壁 パ ネ ル
，
　 LFW の 壁 パ ネ ル お よ び 柱 に

は 単 位体 積重 量 を 1．2kN ／m
，と し た 超 軽量 コ ン

ク リ ー ト を使 用 し ，そ れ 以 外 は 普 通 コ ン ク

リ ー トと した。

　柱主 筋 （DlO 、　 Dl3 ） に は SD345 を，壁 パ ネ

ル 補強筋 お よ び柱帯 筋 （D6 ）に は SD295A を

使 用 し た 。使用 し た 材料 の 試験 結果 を表 一2，

表一3に 示す 。

　 2．3　載 荷 方 法

　 加力装 置 を図 ・2 に 示 す 。試 験 体 を 反 力 床

表一2　 コ ン クリ
ー トの 材料試験結果

と加 力 梁 に 緊 結 し，軸 力用 フ レ ーム に取 り付

け た 2 台 の 500kN 油 圧 ジ ャ ッ キ に よ り
一

定 の

OO

 

OO

寸

尉

OOO

筋
D13

帯筋
6＠50

380　2　0　　　　　　　　　1760 　　　　　　　　2　0　380

一

覡
　 　 　

一 声甲
　　　　　 （a） NSW 、　 LSW
　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

§［u
，． 　 　 甲

　 H

　 　　 （b）　NFW 、　 LFW

図一1　 試験体の 形状および配筋

　 表一3　 鉄筋 の材料 試験結果

試験体 部位 比 重

土

　 グ 　 8

（N！mm2 ）

　 6　1

〔N 加 m
：
）

　　、
　 E．
（NlmmZ ）

耀 　 讖 体 鋼材 種別

ヰ　 　，、n
　 σ　ア
（Nlmm2 ）

　 σ 　”
（N ！ 

ユ

）

破断伸び

　 （％）

NSW 壁 ・柱 2．252 ＆62 ．2121 ．9× 1σ 0」6 Dl3SD345384 54127 ．4
壁 1」729 ．31 ．98lL4XlO 亀

　 　 　 　 NSW−
　　 　　 ＆LSWD6SD295A335 63123 ．5LSW

柱 2．1731 ．72 ．7523 ．3 × 1び
一

NFW 壁 ・柱 227292 ．9924 ．7Xl α 0．17　　　　NFWDlOSD34537151620 ．1

LFW 壁 ・柱 1．1934 ，2L751L7 × 1び
　 　 　 　 　 ＆LFW
O，22 D6SD295A392 55216 ．4
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軸 力 （NSW ，
　 LSW の 柱 の 軸 力 比 ＝ 116 ，

NFW ，　 LFW の 柱 の 軸力比 ＝ 1／5） を載荷 し，

水平力 は 2台 の 1000kN 油 圧 ジ ャ ッ キ の 荷重 が

ほ ぼ 等 し く，そ れ ぞ れ 押 し引 き と な る よ う

に載荷 した 。

　水 平力 は 載荷 点 位 置 で の 水 平 変 形 角 R （＝

ム ノhv ，
こ こ に ， △ は 載荷 点位 置で の 水平 変

形 ） 制 御 と し ， 漸 増 振 幅 の 正 負交 番 繰 返 し

載荷 と し た 。 載荷履歴 は ，NSW ，　 LSW で R ； IX

800，1／400を各 1 回 ， R＝11200， 11100， 1／50を

各2回 ，NFW ，　 LFW で R ＝ 11800 を 1 回 ，　 R ＝ IX

400，1／200， 11133， 1／100， 1／50 ， 1125を各2回

繰 り返す こ と を目標 と した 。

反
力
壁

　 3，　 実験結果 と考察

　3．1　水平 カー水平 変形 角曲線 と破壊性 状

　実験 結 果
一覧 を表・4 に ， 水平 力 と水平 変

形角 の 関係 を図一3 に 示 す 。 最 終破壊 状況 を

写真一1 に 示す 。

　｛1｝NSW

　水平 変形角 R ＝ lt800の 載荷 時 に 壁 パ ネ ル の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 500
せ ん 断 ひ び 割 れ ， 壁 脚 の 曲げ ひ び 割 れ が 発 　　　400

生 し
，

R 冨 1！400 の 繰返 し時 に お い て 曲げ ひ び 　 　
30°

・ ・ … 断 ・ び 割 ・ が 試 験 ・ パ ン k ・・t・ 鐸
発 生 し，進展 した 。 R ＝ ＋ 11200の 載 荷 時 に せ ん 　 R ．100

断 ひ び 割 れ の 拡 大 が 顕 著 と な り，壁脚 の コ 　 巽・200

． ク リ
ー ト の 圧壊 ，剥 落が 見 らた ． 。。−1〆2。。 　 ：：91

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・500
の 載 荷 時 に 壁 パ ネ ル 脚 部 の コ ン ク リ

ー
トの

剥 落 が 顕 著 と な り ， また
，

せ ん 断 ひ び 割 れ

が 圧 縮側 柱 へ 貫 通 し，水平 力 が 急 激 に 低 下

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表一4　 実験結果一覧
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）
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R
降

愚

　 　 　 　 　 　 反 力床

図一2　加力装置 （NFW 、
　 LFW ）

・1．25曽1．00匿0．75曹0．50層0．250 ．000 ．250 ．500 ．751 ．001 ．25

　 　 　 　 　 　 水平変形角　 R （％ ）

一2．5　−2．0　−1．5　−1．0　−0．5　0．O 　O．5　1．0　 1．5　2．0 　 2，5

　 　 　 　 　 水平変形 角　R （％ ）

　　図一3　 水平カー水平変形角曲線

試験体

初期剛性

　κ ‘り

（kN 〆  ｝

曲げひ び割れ

強度P 躍 （kN）

せ ん断 ひび割

　 れ 強度

　 P 卿（kN）

最大強度
P   （kN ）

最大 強度発 現

時変形角

　R 聞（％）

限界変形 角

R ，
凾「

（％ ）
最終破壊 状況

NSW 575 490 3韮3 930 0．40 一 壁 パ ネル 脚 部の せ ん 断 す
べ り破壊

LSW 463 120 255
790

【0．85】
°4 0．48 一 壁 パ ネ ル 中央部 の せ ん 断

す べ り破壊

w 且22 121 279 371 0．59 2．3 曲げ破壌

LFW 64．2 137 ＿．z 344

［α92亅
’
‘

0．90 1．9 曲げ降伏後 の 壁 パ ネル 脚
部 の せ ん 断すべ り破壊

＊1 水平 カ
ー
水平変形 角に よ る 初期 剛性，ホ2　収縮 ひ び割 れ が 観察面 に 多数発生 して い た ため確認で きて い ない ，＊3　正

　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 NFW の 最 大強度に対す る比負の 最大強度の 平均値の 809。 を確 保 した最大変 形角，＊4　NSW の 最 大強度 に 対す る 比，＊5
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（c）NFW
写真一1　 最終破壊状況

した 。 最 大 強 度は R ＝ −1／200の 載荷 時 に 得 られ

た 。

　（2）LSW

　水 平 変 形 角R ニ11400 ま で の 破壊性 状 は 普通

コ ン ク リ ー トを 用 い た NSW と 同 様 で あ っ た

が ，ひ び 割れ 間隔 は NSW よ り 小 さ い
。 尺 ＝ ＋ 11

200 の 載 荷 時 に せ ん 断 ひ び 割れ の 拡 大 が 顕 著

と な り，壁 パ ネ ル 高 さ 中 央 位 置 の コ ン ク

リ
ー トの 圧 壊，剥 落が 見 らた 。 R ＝ −11200 の 載

荷 時 に 壁 パ ネ ル 中 央 部 の コ ン ク リ ー ト の 剥

落 が 顕 著 とな り ， ま た ，せ ん 断 ひ び 割 れ が

圧縮 側柱 へ 貫通 し，R＝−11300以 降 の 変 形 にお

け る 水平 力 の 上 昇 は 見 られ な か っ た 。 そ の

後 の 繰 返 し，変 形 の 増大 に よ り水平 力 は 著

し く低下 し た 。 最大強 度 は R ＝＋ 11200の ピーク

時 に 得 られ た 。

　（3）NFW

　水 平 変 形 角R ；11800 ， IX400 の 載荷 に お い

て ，曲げ ひ び割 れ ，せ ん 断 ひ び 割れ が 発 生 し

た 。R ＝ 1／200 の 載 荷 にお い て ，曲げひ び割 れ お

よ び 壁 パ ネル の せ ん 断 ひ び割 れ が 進展 し，曲

げ 圧 縮 を受 け る 側 柱の 圧 壊 が観 察 され た 。 ま

た ，側 柱 の 4 隅 の 主 筋が 降伏 した 。 R ニ1！100の

載 荷 に お い て ，側柱 の 曲 げ 圧 縮 域 の コ ン ク

リ ー トの 剥 落が 見 ら れ ，履 歴特 性 は ス リ ッ プ

性 状 を 示 した 。 R；＋ 1！50の 2 サ イ ク ル 目 で 柱

主筋が 座屈 した 後 ，R ； ＋ 1！25 の 載荷 中 ，柱 主

筋が 破 断 し ， 水 平 力 が 著 し く低 下 し た 。 最大

強 度 は R ニ 11200の ピ ー
ク 時 に 得 ら れ た。

　 （4）LFW

　 水平 変形角R ＝ 1〆100 ま で の 破壊性状 は 普通 コ

ン ク リー トを用 い た NFW と同様で あ っ た が ，
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ひ び 割 れ 間 隔 は せ ん 断破壊 先 行 型 の 試験 体

の 破 壊 性 状 で 述 べ た よ う に NFW よ り小 さ

い 。 また ，NFW よ りス リ ッ プ性 状 の 少 な い

紡錘形の 履歴特性が 得 られ た 。 R ＝ 1150の 1 サ

イ ク ル 目 の 載 荷 に お い て ， 壁 脚 の コ ン ク

リ ー トの 圧 壊 ，剥 落が が 顕 著 と な り，著 し

く水 平力 が 低下 した 。 最 大 強 度 は
， NFW よ

り大 きな 変形 角R ＝ 1〆100 の ピ ーク 時 に 得 られ

た 。

　3．2　初期剛性 とひび割 れ 強度

　初 期 剛 性 お よ び ひ び割 れ 強 度 の 計 算 値 を

表 一5 に 示 す 。計 算 値 は 材 料 試験結 果 に よ る

材料 強度 を用 い て 計 算 した 。 また ，計 算値

に 対す る 実験値 の 比 も併せ て 示 す 。

　初 期剛 性 の 計 算値 K
。
．c。i

に 対す る 実験値 Kcの

比 は
， 普通 コ ン ク リ ー トを使 用 し た 試験 体

で O．81．O．66，超 軽量 コ ン ク リ
ー

トを使 用 し

た試 験 体 で O．82 ， 0．70 とな り，超軽量 コ ン ク

リ
ー

トを使 用 し た 耐震 壁 の 初 期 剛性 は ，既

往 の 評価 式 で 推 定 で き る 。 曲 げ ひ び 割 れ お

よ び せ ん 断 ひ び 割 れ 強度 の 比 は ，普通 コ ン

ク リ ー トで 0．72，0．98お よ び0．64，0．93，超 軽

量 コ ン ク リ
ー ト で 0．21，0．98お よび O．70 とな っ

た 。超 軽 量 コ ン ク リ
ー

トを使 用 し た 耐 震壁

の 曲げ ひ び 割 れ 強度 を過 大 に 評 価 し た 場合

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　表一5

が 見 ら れ た が ，ひ び 割 れ 強度 も初 期 剛性 同

様 ，材 料 試験 結 果 に よ る 材 料 強 度 を用 い れ

ば ，既 往 の 評 価式で お お よ そ 評 価が 可 能 と考

え ら れ る 。

　 3．3　最 大 強 度 と変 形 性 能

　曲げ 降伏前 に せ ん 断破 壊 した NSW ，　 LSW の

最 大 強 度 の 実 験 値 P 　は 930kN 、790kN で あ　　　　　　　　 朋調1

り，LSW の せ ん 断強度 は NSW よ り15％ 小 さ い

値 を 示 し た （表一4 ） 。
こ の 理 由 の

一・一
つ は ，

超 軽量 コ ン ク リ
ー

トを 用 い た場 合 ，
せ ん 断 ひ

び 割 れ が 骨 材 を 貫 通 し ，骨 材 の か み 合 い 作 用

が 減 じ る た め で あ る 。 また ，材 料 強 度 を用 い

て 指針式 4 ）で 計算 した せ ん 断強度 v に 対す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5tr

最大強度 の 実験値 の 比 は NSW で 1．38 ，　 LSW で

1．12と な り （表一5 ） ，超軽量 コ ン ク リ ー ト を

用 い た 耐 震壁 の せ ん 断 強度 は ，普 通 コ ン ク

リ ー トを対象 と して 提 案 され た指 針 式 に よ る

せ ん 断強度 を低減 し て 評価す る 必 要が ある 。

　曲げ 降伏先 行型 の NFW ，　 LFW の 最大 強 度

Pm
、、

は 371kN
，

344kN で あ り
，

NFW の 曲 げ 強 度

は LSW よ り89e小 さ い 値 を示 した （表 ・4 ） 。

こ の 理 由 の
一 つ は ，超軽量 コ ン ク リ ー トの 1

軸圧 縮特性 は 最大強度 ま で ほ ぼ 直線的 に 圧 縮

ひ ず み が 増 大す る 1 ）た め と考 え ら れ る が ，既

往の 評価 式 に よ る 曲げ 強 度の 計 算値 V に 対　　　　　　　　　　　　　　　　 m 凵

剛性お よび強度の 計算値

試験体

初期剛性

　K
四 ！

’

（kN！mm ）

［κ ， 1K ら詞

曲げ ひ び割れ

　　強度

P
顧 ，

曽

（kN ）

［P 血 1P 圧 詞

せ ん断ひ び割
　 れ強度

P 鰡   kN ）　 一
［P 鐸 〆Ps ら 。。， 】

曲げ強度

Vm 、
84

（kN ）

［P   ， 1Vm ． 1

せ ん断強度

y 脚
解

（kN）

［P   1y ，．】

せ ん 断余裕度

　 y 測ノVm 、

710 499 336 1274 676
NSW 053

【0．81】 【0．98］ ［0．93］ ［0．73］ ［L38 ］

562 563 363 1318 707
LSW 0．54

｛0．82亅 【021 ］ ［0．70｝ 【0．60］ 口」2｝

185 169 433 337 570
NFW 1．69

【0．66」 ［0．72］ ［0．64】 ［LlOl 【0．65】

91．3 140 338 616
LFW 一 1．82

［0．70〕 【0．981 ［LO2】 ［0．56】
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す る 最 大 強 度 の 実 験 値 の 比 は 1．02 と な り ， 既

往 の 評 価 式 で 超軽 量 コ ン ク リ ー トを 用 い た

耐 震壁 の 曲 げ 強度 を 評価 で きそ う で あ る 。

　
一

方 ，
LFW は 曲 げ 降 伏 後 に せ ん 断 す べ り破

壊 が 生 じ た た め ，せ ん 断余裕 度 （Vlノ  ） は

NFW よ り大 きい に も関 わ らず （表 一5 ） ， 限

界 変形角R （最大 強度 の 正 負 の 平均値 の 80％

を確保 した最 大変 形角 ） は NFW よ り小 さ い

値 を示 した （表 一4 ） 。 した が っ て ，壁 脚 降

伏 後 の せ ん 断 強 度 は ，普 通 コ ン ク リ ー ト を

使 用 し た場 合 よ り低 減 し て 評 価 す る 必 要が

あ る 。

　 3．4　せ ん 断強度

　超 軽量 コ ン ク リ
ー

トを用 い た 耐 震 壁 の せ

ん 断 強 度 を 指 針 式 に お け る コ ン ク リ ー ト 圧

縮 強 度 の 有 効 係 数 ll を低 減 し て 評 価 す る 。

非 ヒ ン ジ の 超 軽量 コ ン ク リ ー ト造耐 震壁 の

せ ん 断 強度 の 計算値 は ，指 針 式 に よ る NSW

とLSW の せ ん 断 強 度 に対 す る 最 大強度の 実験

値 の 比が 同 程 度 と な る よ う に 有 効係 数 を低

減す る 。 ま た ，壁 脚 曲 げ 降伏 後 の 有 効 係 数

は ，水 平 変 形 角 R＝1175で せ ん 断破壊 が 生 じ た

LFW の 保証 変 形角R 。を 1×75 に 設定 し，有効係

数を 求め た 。

　非 ヒ ン ジ お よ び ヒ ン ジ 領 域 で の 連 続性 を

確 保 す る よ うに し て 求 め た 有効 係数 と 保証

変形 角 の 関係 は 式 （1）で 評 価 で き ， 図一4 に 示

す 。 ま た
，

こ の 有効 係 数 を 用 い て 求 め た せ

ん 断強 度 V を 図一3 に 示 す 。　　　　 5u

　 1，22

≧ 1．oKO

．8
牽
療 0，6e

壥
0・4

鯉 O，2
出

　 0．0

一 一
暫 7 　

　　　　 　 1・：：
’
J
・・・… 一

y
＝0・8u

。 　 　 　 （Ru＜ O・005）

　
＝

（1．1−60R
”
）レ

o　　（0，005 ≦ Ru＜ 0．015）　　　〔1）

こ こ に 、　レ io ．7一σ
B ！2000

　 4．　 ま とめ

　単位容 積重量 1．2kN！m3 ，圧 縮強度 30N！mmZ の

超 軽量 鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト造 耐 震 壁 の 実験 を行

い
， 以下 の こ と が明 か と な っ た 。

　（1）超軽 量 コ ン ク リ ー ト を使 用 し た 耐 震 壁

の 初 期 剛 性 ， ひ び割 れ 強度 ，曲 げ強度 は ，

…
噂
一　　　・…「一 呷一 ・一

？
一一一一

　 　 O．000 　　　0．005 　　　0．010 　　　0．015 　　　0．OZO 　　　O．025 　　　0、030
　 　 　 　 　 　 耐震壁の 保証変形角　Ru ｛％ ｝

図一4　 コ ン ク リ
ー ト圧縮強度の 有効係数と保証変

　 　　　　　　 形角 の 関係

材 料 試 験 結 果 に よる材 料 強 度 を用 い れ ば既 往

の 計算式 で ほ ぼ 評価 で き る 。

　（2）超 軽 量 コ ン ク リ
ー

トを用 い た場 合 の せ ん

断 強度 は ，普通 コ ン ク リ
ー トを用 い た 場合 よ

り 2 割程度 低 下 した 。

　（3）超軽 量 コ ン ク リ ー ト を用 い た 場 合 の せ ん

断 強度 を評 価 す る た め に ， コ ン ク リ
ー

ト圧 縮

強 度 の 有効係数 を普通 コ ン ク リ ー ト よ り減 じ

た手法 を本 実験結 果 を も と に 提案 した 。
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